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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自己免疫疾患または炎症疾患を有する患者を治療するための組成物であって、ＣＤ２０
０とＣＤ２００Ｒとの間の相互作用を阻害する作用剤を治療有効量で含み、前記自己免疫
疾患または前記炎症疾患が改善される組成物。
【請求項２】
　前記自己免疫疾患または前記炎症疾患が、関節リウマチ、炎症性腸疾患、全身性エリテ
マトーデス、多発性硬化症、橋本甲状腺炎、悪性貧血、アジソン病、Ｉ型糖尿病、皮膚筋
炎、シェーグレン症候群、エリテマトーデス、重症筋無力症、ライター症候群、特発性血
小板減少性紫斑病、溶血性貧血、ウェゲナー肉芽腫症、難治性皮膚筋炎、無症候性リンパ
腫に関連する寒冷凝集素病、後天性第ＶＩＩＩ因子インヒビター疾患およびグレーブス病
からなる群から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記組成物が自己抗体の産生を低減する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記作用剤が抗ＣＤ２００抗体またはその抗原結合性断片である、請求項１に記載の組
成物。
【請求項５】
　前記抗体またはその抗体断片が、ポリクローナル抗体、モノクローナル抗体または抗体
断片、組換え抗体、ダイアボディ、キメラ化抗体もしくはキメラ抗体または抗体断片、ヒ
ト化抗体または抗体断片、脱免疫化ヒト抗体または抗体断片、完全ヒト抗体または抗体断
片、単鎖抗体、Ｆｖ、Ｆｄ、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、およびＦ（ａｂ’）２からなる群から選
択される、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記抗体がモノクローナル抗体である、請求項４に記載の組成物。
【請求項７】
　前記作用剤がエフェクター機能を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記作用剤がエフェクター機能を欠いている、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物が、前記患者に少なくとも１カ月間投与されることを特徴とする、請求項１
に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、前記患者に少なくとも１年間投与されることを特徴とする、請求項１に
記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が、前記患者に連続的に投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組
成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、前記患者に全身的に投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組
成物。
【請求項１３】
　前記組成物が、前記患者に局所的に投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組
成物。
【請求項１４】
　前記組成物が第２の作用剤または治療薬と組み合わせて投与されることを特徴とする、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が前記第２の作用剤と順次または同時に投与されることを特徴とする、請求
項１４に記載の組成物。
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【請求項１６】
　前記免疫応答が一次免疫応答である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記免疫応答が二次免疫応答である、請求項１に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明は、本発明の任意の前述の態様および実施形態の組合せを企図する。他の実施形
態は、本説明において記載される。本明細書に引用されたすべての参考文献は、参照によ
り本明細書に組み込まれている。
　本発明の好ましい実施形態では、以下が提供される：
（項目１）
　自己免疫疾患または炎症疾患を有する患者を治療するための方法であって、前記患者に
、ＣＤ２００とＣＤ２００Ｒとの間の相互作用を阻害する作用剤を治療有効量投与するス
テップを含み、前記自己免疫疾患または前記炎症疾患が改善される方法。
（項目２）
　前記自己免疫疾患または前記炎症疾患が、関節リウマチ、炎症性腸疾患、全身性エリテ
マトーデス、多発性硬化症、橋本甲状腺炎、悪性貧血、アジソン病、Ｉ型糖尿病、皮膚筋
炎、シェーグレン症候群、エリテマトーデス、重症筋無力症、ライター症候群、特発性血
小板減少性紫斑病、溶血性貧血、ウェゲナー肉芽腫症、難治性皮膚筋炎、無症候性リンパ
腫に関連する寒冷凝集素病、後天性第ＶＩＩＩ因子インヒビター疾患およびグレーブス病
からなる群から選択される、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記作用剤が自己抗体の産生を低減する、項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記作用剤が抗ＣＤ２００抗体またはその抗原結合性断片である、項目１に記載の方法
。
（項目５）
　前記抗体またはその抗体断片が、ポリクローナル抗体、モノクローナル抗体または抗体
断片、組換え抗体、ダイアボディ、キメラ化抗体もしくはキメラ抗体または抗体断片、ヒ
ト化抗体または抗体断片、脱免疫化ヒト抗体または抗体断片、完全ヒト抗体または抗体断
片、単鎖抗体、Ｆｖ、Ｆｄ、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、およびＦ（ａｂ’）２からなる群から選
択される、項目４に記載の方法。
（項目６）
　前記抗体がモノクローナル抗体である、項目４に記載の方法。
（項目７）
　前記作用剤がエフェクター機能を有する、項目１に記載の方法。
（項目８）
　前記作用剤がエフェクター機能を欠いている、項目１に記載の方法。
（項目９）
　前記作用剤が、前記哺乳動物に少なくとも１カ月間投与される、項目１に記載の方法。
（項目１０）
　前記作用剤が、前記哺乳動物に少なくとも１年間投与される、項目１に記載の方法。
（項目１１）
　前記作用剤が、前記哺乳動物に連続的に投与される、項目１に記載の方法。
（項目１２）
　前記作用剤が、前記哺乳動物に全身的に投与される、項目１に記載の方法。
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（項目１３）
　前記作用剤が、前記哺乳動物に局所的に投与される、項目１に記載の方法。
（項目１４）
　第２の作用剤または治療薬を投与するステップをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１５）
　前記第２の作用剤が、順次または同時に投与される、項目１４に記載の方法。
（項目１６）
　前記免疫応答が一次免疫応答である、項目１に記載の方法。
（項目１７）
　前記免疫応答が二次免疫応答である、項目１に記載の方法。
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